
令和 6年度第 1回 摂津市健康づくり推進協議会 ご意見・ご質問と回答 

日 時  令和６年５月３０日 １４時～１６時 

場 所   上下水道部庁舎２階 大会議室 

出席者  委員 12名（欠席 2名） 

傍聴人  ２名 

 

議題 1 「まちごと元気！健康せっつ 21（第 2次改訂版）計画」の進捗について 

1．がん検診、特定健診、特定保健指導推進について 

ご意見 

がん検診は、負担が大きい印象を持たれているのではないか。具体的にどのような検査を

するのか分からずに不安がある。例えば、便潜血の容器を自治会の回覧板で回すことや、市

ではこのような形で大腸がん検診が簡単にできるなど、具体的にイメージしやすくすると、印

象が変わるかもしれない。大腸がん検査といっても受けてくれない人が多く、受診率がずっと

同水準である。容器を見て、これだったらできると思えるような手段を考えてはいかがか。 

〈回答〉大腸がん検診については、申込者へ詳しい検査方法を記載した案内は送付している。が

ん検診について検査内容などについてはホームページには記載しているもののチラシ等では案

内していないため、市民が分かりやすい内容の周知方法を検討する。 

 

ご意見 

令和５年度の取組と評価で、集団健（検）診会場での周知で受診意欲の向上を促すことが

できた。生命保険会社でも受診意欲の向上が周知できた。とあるが、資料の説明では、令和

５年の受診率は肺がん、乳がんの検診が微増で、その他は横ばい、胃がん検診では低下して

いるとあった。この評価の基準を教えていただきたい。 

〈回答〉評価基準としては、健診当日にがん検診の受診枠の空き状況が分かり、予約までできるこ

とで受診意欲の向上を促すことができたのではないかという評価である。しかし、受診率の向上

とまでは言えないため、広報紙や公共施設等や各連携機関の協力のもと引き続き周知を続ける。  



ご意見 

令和6年度に向けて、精密検査の受診率向上が目標とあるが、現在、がん検診の受診から

結果到達が約 1か月間であるが、受診意識を高めるためにも、要精検者に対しては早めの働

きかけができないか。 

〈回答〉検診結果が受診者に届くまで受診から 3～4週間を有するが、未受診者へは定期的に電

話や手紙等で受診勧奨をしている。がん検診の一番の目的はがんによる死亡率を減らすことで

あるため要精検者へ受診を促す取組を今後も継続していく。 

 

ご意見 

がんや特定健診の年代別受診率がないが、年代別に分析されているのか。年代によって、

未受診の理由が違うため、アプローチ方法も異なる。他の病気に関しても、年代で分けると割

合が大きく異なる。今後、若年層に向け、高血圧やメタボ等を放置すると、どのような経過をた

どるのかなどをわかりやすく周知すれば受診率も上がってくるのではないか。 

〈回答〉年代別のがん検診の受診割合は算出している。小中学校へのチラシ配布開始時には 40

代、50代の乳がん検診の受診率は上がっていたことから、一定の効果があったと評価できたが、

それ以降は上がっていない。また、令和 5年度検診受診率は暫定値ではあるが、40歳代、50

歳代は上がっており 70歳代が下がっているがん検診もある。今後の受診率向上の取組につい

て、年代別の受診率も参考にしていきたい。 

 

ご意見 

特定健診、特定保健指導の推進について、令和５年度はナッジ理論を活用した受診勧奨や

AIを活用した受診勧奨を実施したとあるが、どのようなことをしたのか。 

〈回答〉ナッジとは行動をそっと後押しするという意味の言葉で、受診意欲がある方にもう一押し

して受診につなげるというものである。具体的には受診勧奨ハガキの内容を７種類作成し、過去

受診した問診記録などから、どのような性格で、どのようなメッセージが響くかというのを割り出し、

一人ひとりに合わせたメッセージのハガキを送付した。 

AI 活用については、過去の健診記録とともにレセプトデータや家族構成なども含め、優先順位

付けをAIが行い、その方に向けて勧奨ハガキを送付するという形で実施した。 

 

  



議題 2 「健康せっつ２１」策定のためのアンケート調査結果報告について 

議題 3 まちごと元気！健康せっつ２１（第２次改訂版）最終評価報告書案について 

1．こどもの睡眠について 

ご意見 

睡眠の問題は若年層でも問題になっているが、その原因は何か。随分前に別の自治体の

小学校全校調査の結果で、ゲームや勉強以外で夜更かしし、朝食を食べない、運動もしない

と悪循環になっていることが認められたが、摂津市での実情を教えてほしい。 

〈回答〉今回の調査で、小中学生のスマホの使用に関することは聞いておらず、十分把握ができな

いが、スマホの使用によるものも要因の１つと考えている。 

 

ご意見 

スマホ等の媒体の使用が日常生活にかなり影響し、依存にもなっている。そのことが、睡眠

のみならずストレスなど今の健康課題にもかなり影響していると考えられる。このようなことに

も注目して、対策を考えてもよい。 

 

2．禁煙について 

ご意見 

摂津市駅や千里丘駅の周辺を路上喫煙禁止区域としているが、毎月１回、摂津市の駅周辺

の美化活動としてゴミ拾いした際、拾ったゴミの９割はたばこの吸い殻であり、路上喫煙禁止

区域があまり認知されていない。また、歩いてみてもどこが喫煙禁止区域なのか認識できな

かった。きれいなまちづくりをして、快適に住みたいと思っているので、ぜひ周知をお願いした

い。 

〈回答〉路上喫煙禁止区域での喫煙への対策について同様のご意見いただいたことがある。路上

喫煙禁止区域については、掲示物等で周知しているが、掲示物が剥がれていたりすることもある

ため、引き続き周知強化を図っていく。 

 

ご意見 

資料から、喫煙については、９０.２％の方が健康に悪いとわかっている。「やめたいと思って

いる」が 27.6％、「本数を減らしたいと思っている」が３７.３％と、合計６５.０％程度の人が禁

煙、休煙の意向があるが、ひとりで禁煙、休煙することはなかなか難しい。企業等とも協力し

て、禁煙を進めるまちづくりをしていく必要がある。行政からも摂津市内のコンビニや企業な

どに、喫煙場所を少しずつ減らすことや意識を変えることなど、働きかけてほしい。 

〈回答〉個人だけでは禁煙は難しく、企業等に協力いただく必要があるというご意見はそのとおり

だと思う。どういった対策ができるのか検討していきたい。  



3．検診について 

ご意見 

平成３０年から令和５年の間にがん検診受診率が上がっていると説明があったと思うが、資

料では減っている。この乖離の原因は何か。 

〈回答〉資料は市のがん検診を受診した者の割合である。説明させていただいた内容は、平成 30

年と令和５年の間でがん検診の受診状況を調査したアンケート結果によるものであり、職場健診

や市の検診、自ら病院に行っての検診も含め、何らかの形でがん検診を 1年に 1回、種類によっ

ては 2年に 1回のがん検診を受けた者の受診率であることから、増加している。 

 

ご意見 

市民健（検）診以外の受診率が上がっているなら、市民健（検）診も同様にすれば受診率を

上げることが可能ではないか。受診率の向上に向けて何かが足りないと思うが、いかがか。 

〈回答〉職場健診では、人間ドック等も含めセットでがん検診を受診できる体制が多く、1日で数

種類の検診を受診できる手軽さが魅力の一つである。市のがん検診でも複数の健（検）診を受診

しやすい検診体制の整備を検討していく。 

 

ご意見 

令和５年度の胃がん検診では、当日のキャンセルが２００件ほどあると聞いた。いろいろな

理由があるが、せっかく申込んだ意欲のある方が、２００件もキャンセルとなるのは、何とかで

きないか。 

〈回答〉胃がん検診のキャンセルが多いことについては、保健センターとも情報を共有している。キ

ャンセルが少しでも減らせるよう保健センターと検討していきたい。また、本市が現在実施してい

る胃がん検診はバリウム検査である。がん検診の指針について一部改正があり、胃内視鏡検査

についても推奨されているため、今後、胃内視鏡検査導入についても検討していく。 

  



4．虐待に関して 

ご意見 

虐待に関して、母子保健でこどもをどのように守っていけるのか。この計画では、母子手帳

をもらった妊婦のときからこどもが大きくなるまで見ていくというが、虐待している家族は何か

あれば引っ越し、移動する。摂津市のような転入・転出が多いまちでは、どのようにフォローし

ていくのか、市の中でどのように扱っているのか。 

〈回答〉出産育児課は妊産婦の支援に対して、こども家庭相談課と情報を共有するなど、周産期

から協働で入れる工夫をしている。こども家庭相談課で支援している要保護児童については、出

産育児課の保健師の育児支援から入っていくなど、連携を取りながら、一緒に見守るようになっ

ている。 

転出入に関して、要保護児童は、転出入時に移管の形で日本全国、必ず引き継ぎがある。そこ

までには至らない、気になる家庭、出産育児課が母子保健で把握している家庭や、少し支援をし

ている家庭、気になる家庭であれば、転出の際に転入先の市に情報提供をする。転入時も、転入

届を出した未就学のこどもがいる方は、必ず出産育児課に寄るようになっている。母子手帳も見

ながら、気になることがないか、こどもの様子を見ながら、保護者とやり取りをしている。その際に

気になる母子手帳や、こどもの様子などがあれば、健診の履歴などを確認するなど、フォローを行

っている。 


